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DI ニュース 2009 No.24 にてご案内しましたが、「アデロキザール散」の名称が変

更になり、以下の規格表示となります。 

旧薬品名 新薬品名 

アデロキザール散 (10%) アデロキザール散 7.8% 

※規格表示は変更となりますが、実際の成分の組成および含量が変更となるわけで

はありません（旧薬品名の 10%は「成分のピリドキサールカルシウムリン酸エス

テルとして 1g 中 100mg」の意味でしたが、新薬品名の 7.8%は「ピリドキサール

リン酸エステル水和物として 1g 中 78mg」の意味で、カルシウム塩を除いた含量

表示となります）。 

 

これに伴いオーダ名を「アデロキザール散 100mg/g」から「アデロキザール散

78mg/g」へ変更致します。ここで問題となるのは、従来まで「成分量」でオーダさ

れている場合、薬剤部および調剤薬局で秤量する際の換算に影響が生じるというこ

とです。以下に例を示します。 

 

 アデロキザール散 100mg をオーダ アデロキザール散 50mg をオーダ

変更前 

(100mg/g) 製剤として 1g を秤量する。 製剤として 0.5g を秤量する。 

変更後 

(78mg/g) 製剤として 1.28g を秤量する。 製剤として 0.64g を秤量する。 

※このように換算に用いられる数値が変更になるため、オーダ変更後もそのまま

「成分量」でオーダされると薬剤部および調剤薬局で過剰に秤量することとなり

ます。 

 

薬品名変更に伴う過量投与を防ぐため、今後「アデロキザール散」に関しては、

処方医師との協議の結果、原則として成分量(100mg や 50mg)でのオーダは避け、製

剤量(1.0g や 0.5g)でのオーダに統一することと致しました。現在成分量にてオーダ

されている場合は、投与量を製剤量に換算し、以後はその製剤量にてオーダしてい

ただきます様、ご協力をお願い致します。 

オーダ名は 5 月 20 日(木)より変更致します。変更後は DO 処方はできませんので、

継続処方が必要な場合は旧薬品名の処方を一旦削除し、再度新薬品名で処方入力を

して下さい。 
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